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地球  を測ろう！ 
 

同中学びプロジェクト 

同志社中学校数学科 

 

 皆さんは、エラトステネスという科学者を知っていますか。 

 エラトステネス（ギリシャ 紀元前３世紀ごろ）が太陽の南中高度を元に地球の大きさを

計算したのは有名な話です。 実は、江戸時代に大日本與地全図を作った伊能忠敬も地球の

大きさ（緯度１度あたりの距離）をほぼ正確に測っています。 

エラトステネスと伊能忠敬の方法を学んで、私たちも地球の大きさを計算してみました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜伊能忠敬と同じように地球を歩いて計測＞ 

 

 

エラトステネスと伊能忠敬が地球の大きさ（正確には子午線の長さです）を測った方法は

ほぼいっしょです。２点間の距離と緯度の差を計測して求めていきます。最初に、教室で 

表示方法を学んでから、キャンパスを歩いて距離を測りました。 

 



≪地球の測り方を確認≫ 

まず、エラトステネスと伊能忠敬の地球の測り方を確認します。 

 ２人とも２ヶ所の距離と緯度の差で地球１周の長さを測りました。緯度の比較なので、

赤道でなく北極点と南極点を含む１周分（子午線）になります。エラトステネスは２都市の

距離をどのように測ったのかはわかっていませんが、伊能忠敬は何度も歩いて自分の歩幅を

基準に距離を求めました。私たちもその方法にチャレンジしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緯度については、エラトステネスは 

夏至の太陽の高度から求め、伊能忠敬は 

「象限儀」という機器を使って、 

北極星の高度を測って求めました。 

 緯度や経度は６０進法で表します。 

京都府庁の緯度は３５度１分１６秒

（35°1′16″）と表されます。 

ちなみに、緯度１度は約１１１ｋｍ、 

京都市と大津市は約６０分の１度、 

１８００－１９００ｍ程度の違いです。 

 

 

 



≪計測≫ 

 中学校の立志館東端から南グラウンドまでのメインストリートはほぼ南北にまっすぐ走

っているので、この距離を測り、緯度の違いから地球の大きさを測りました。 

緯度は iPad アプリ「Lat Lon Converter」で求めました。 

 緯度の違いは７秒！ ３６００分の７度の違いです。 

 

教室で自分の１歩の幅を定規で 

測った後、計測に出発しました。

各自が行きと帰りで２回歩数を 

計測し、２ヶ所の距離を決めて、 

地球の大きさを計算しました。 

 

 求めた結果は・・・ 

 

最小値が約２９０００ｋｍ 

最大値が約３８０００ｋｍ 

平均値は約３３０００ｋｍ 

 

となりました。 

 正確な値は約４０００８ｋｍですので、２０－３０％少なく計算してしまいましたが、 

これは、１歩の幅を少なく考えてしまったことが大きな理由だと考えられます。あらためて、

昔の人の努力と好奇心に感動した時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜エラトステネス＞            ＜伊能忠敬＞ 


